
ハンドジェル500mL
クロルヘキシジングルコン酸塩0.1%含有

製造
番号

使用
期限

年 月 日 開封 指定医薬部外品

年 月 日 期限

製造販売元

『 つ 八 M 製 藁 株 式 会 社
北 海 道 北 広 島 市 北 の 里 27 番 地

ん 「使 用上 の注 意 ¦

凶 ( してはいけないこと)
(守 らな い と現 在 の 症 状 が 悪 化 した り、副
作 用 が起 こりやす くなる)

次 の 人 は 使 用 しな い こ と

( 1)本 剤 又 は 本 剤 の 成 分 、 ク ロ ル へ キ
シ ジ ン に よ りア レル ギ ー 症 状 を 起
こ した こ と が あ る人 。

(2 )患 部 が 広 範 囲 の 人 。
(3 )深 い 傷 や ひ ど い や け ど の 人 。

1 .次 の 人 は使 用 前 に 医 師 、薬 剤 師 又 は
登 録 販 売 者 に相 談 す る こと
( 1)医 師 の 治 療 を受 けて い る人 。
(2 )薬 な ど によ りア レル ギ ー 症 状 を起 こ

した ことが あ る人 。

2 .使 用 後 、次 の 症 状 が あ らわ れ た 場 合
は 副 作 用 の 可 能 性 が あ る の で 、直 ち に
使 用 を 中 止 し、この 文 書 を 持 って 医 師 、
薬 剤 師 又 は登 録 販 売 者 に相 談 す る こと

ま れ に下 記 の 重 篤 な 症 状 が 起 こる こと
が あ る 。そ の 場 合 は 直 ち に 医 師 の 診 療
を受 け ること。

関係 部 位 症  状

皮 ふ 発 疹 •発 赤 、か ゆみ

症 状 の 名 称 症  状

ショツク
( アナ フィラ
キ シー )

使用後すぐに、皮ふのかゆみ、
じんましん、声のかすれ、くしゃ
み、のどのかゆみ、息苦しさ、動
悸、意識混濁等があらわれる。

【販 売 名 】消 毒 用 ハ ン ドジェル

［効 能 ・効 果 ］手 指 • 皮 ふ の 洗 浄 • 消 毒

［用 法 ・用 量 ］その まま手 指 に塗 布 また は塗擦 する

［用 法 ・用 量 に関 連 す る注 意 ］
( 1)小 児 に使 用 さ せ る場 合 に は 、保 護 者 の 指 導

監 督 の も とに使 用 させ る こと。
(2 ) 目 に 入 らな い よ う注 意 す る こと 。万 一 、目 に

入 った 場 合 に は す ぐに水 又 は ぬ る ま湯 で 洗
うこ と。な お 、症 状 が 重 い 場 合 に は 、眼 科 医
の 診 療 を 受 けること。

(3 )や け どの ような 痛 み を 伴 う炎 症 を お こす こと
が あ る の で 、溶 液 の 状 態 で 長 時 間 皮 ふ と接

さ せ な い こと。
(4 )外 用 にの み 使 用 す ること。
［成 分 ］クロルヘ キシジングル コン酸塩 0 .1w/ v%
添 加 物 :エ タ ノー ル 、ミ リス チ ン酸 イ ソプ ロ ピル 、
d i- ピロ リドンカ ル ボ ン酸 ナ トリウム 液 、ヒア ル ロ
ン酸 ナ トリウム 、ヒドロキ シプ ロ ピル セル ロー ス 、
そ の 他 2 成 分

［保 管 及 び取 扱 い 上 の 注 意 ］
⑴ 直射 日光の当たらない涼 しい所 に保管 すること。
(2 )/」、児 の 手 の 届 か な い所 に保 管 す ること。
(3 )他 の 容 器 に入 れ 替 え な い こと(誤 用 の 原 因 に

な った り品 質 が 変 わ る。)。
(4 )火 気 に近 づ けな い こと。
(5 )ポ ン プ先 が 詰 まった 場 合 に は 、詰 ま りを 取 り

除 い て か ら使 用 す ること。
(6 )本 剤 は ア ル コ ー ル を 使 用 して い る た め ニ ス

や ワックス な どを変 色 させ る場 合 が あ るの で
注 意 す ること。

⑺ 使 用 期 限 を過 ぎた 製 品 は使 用 しな い こと。

【お 問 い合 わ せ 先 】

ャ ク ハ ン 製 薬 株 式 会 社 学 術 情 報 グ ル ー プ

t  061-111I 北 海 道 北 広 島 市 北 の 里 27番 地

電 話 (011) 373-1097

吸 気厳禁］
第 四類

アル コール類
危険等級 H
エタ ノール

水溶性

400

残 量
目安

s i-

300

216604J 1°°


